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熱溶解積層方式では最も大きな特徴として 設置部分よりも上部の方が広くなるような形状では 支持（サポ ト）材を挿入して印刷をすることになる【図14】 熱溶解積層方式では最も大きな特徴として，設置部分よりも上部の方が広くなるような形状では，支持（サポート）材を挿入して印刷をすることになる【図14】。

印刷後は この支持材を除去して完成となる【図15】印刷後は，この支持材を除去して完成となる【図15】。 
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１ 結晶についての基本的な事項を確認する 化学基礎で既習の結晶の分類を 今回製作した結晶格子モデルは，岩手県立不来方高等学

校 武田孝紀 教諭に依頼し 授業で活用していただいた
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【本時の目標】単位格子について基本事項（原子数・配位 ４ モデルを確認しながら 中心となる原子を決め モデルを２つ合わせて配位【本時の目標】単位格子について基本事項（原子数 配位

数 原子半径）を理解する 金属結晶格子の３種類につい
４ モデルを確認しながら，中心となる原子を決め,モデルを２つ合わせて配位

数を観察する数・原子半径）を理解する。金属結晶格子の３種類につい 数を観察する。 乳酸 

て 原子数・配位数について理解し 金属結晶格子につい
数 観察す 。

５ 六方最密充填モデルについては 全員で情報共有を行うギ酸 て，原子数・配位数について理解し，金属結晶格子につい ５ 六方最密充填モデルについては、全員で情報共有を行う。 ギ酸 

てイメージ化できるようにする。 ６ 面心立方格子の面を各自スケッチさせ 原子半径を持溶けるてイメ ジ化できるようにする。 ６ 面心立方格子の面を各自スケッチさせ，原子半径を持溶ける。 
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